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1.は じy)に

昭和53年 、 日本語 ワー ドプロセ ッサ(以下 ワープロと言 う)がOA化 ブームの先頭を切って、

日本の市場に登場 した。以来、 ワープロは10年 余 りの問に時代のニーズに応えなが ら急激に

普及 した。そ してオフィスのみな らず家庭に も浸透 しっつあ り、昨年度の経済企画庁による

耐久消費財調査で、 ワープロの家庭普及率 は32.6%と 、約3所 帯 に1台 の割合 とな った。D

現在、各 メーカーは、家庭 に1台 のワープロをめざ し、その達成はすでに時間の問題になっ

ていると言 って も過言ではない。

しか し一方、 日本では、毛筆の使用、書道 といった欧米 の文字 とは違 う独特の文字文化 を

育んできた。即ち、 日本語は漢字 ・ひらがな ・カタカナという複雑な表現 を持 った言語であ

る為、欧米のタイプライタの急速な普及 に比べて、文字の活字化に遅 れを取 って きたのであ

る。 それが ワープロの開発によ り一挙的に解消されるようになった今、 自分の考えた言葉が

即時 にワープロの文字 という、活字 にほとん どひけを とらない文字 として出力 される便利 な

時代 を出現 させて きている。

では、 ワープロの文字 は、 日本の伝統的な手書 き文字の文化、 または文字に対す る意識 に

どのような影響 を与え、我 々の生活の中にどこまで入 り込むのであろ うか。

このような問題意識か ら、筆者は、 ワープロ及 び文字に対す る意識調査を試みた。詳細 は

省略するが、調査結果にっいては、後述 の(註)2)を 参照 してもらいたい。 本稿 にお いて、

その結果を もとに、 もう一度文字 の持っ意味を再認識 し、 ワープロの活用範囲を考え、 ワー

プロの良さをどこに生かすべ きかを考察 したい。

H.ワ ー プロ文字 と手書 き文 字

H-1.文 字 に対 す るイメ ー ジ

文 字 に対 して、我 々は どのよ うな意識 を持 って接 して い るのか、 文字 を書 く時 に手書 き と
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活字をどのよ うに使い分 ければよいと考えているのか。

今回行 った調査結果 によると、 まず、活字 は、 ビジネス文書 ・レポー トといった公的な文

書 に使 うのが良いという意見が多か った。そ して、活字を使 う良 さとしては、画一化 された

文字か らくる読みやすさ、正式な文書 らしく見える事などが挙 げられた。 これ らの意識は、

活字にす ることにより、 よ り一層公的文書のイメージを大 きくし、信葱性 を持たせ る効果が

あると多 くの人が考えている。

一方手書 きの使用範囲 としては、私的な文書に多 く使用 され、その良 い理由としては、気

持ちが伝わる、個性が現れる、 さらには手書 きだと本人の心理状態までわかるということで

あった。我 々は無意識のうちに、手書 き文字による個性 の表現を楽 しんでいるのである。 こ

のように、手書 き文字には、情報伝達以上 の感情表現 の意味合いが含 まれている。筆跡 につ

いて、心理学 に関連す るひとっの項 目で 「グラフォロジー(筆 跡学)」 と して研究 されてい

るよ うに、人の個性 と手書 き文字は密接な関係 にあるのである。3)

次 に、活字 ・硬筆 ・毛筆か ら感 じるイメージの違 いでは、まず、活字でもらう手紙には、

事務的で冷た く、そ して気持 ちが伝 わらないというマイナスのイメー ジを持っ人が多い。即

ち私的な手紙が、 ワープロで も出せる時代にな ったとはいえ、受け取 る側のイメージはあま

り良 くない。

また、硬筆 の手紙 は、現代 の主流である為、特別 な意見はなか ったが、一一般的に気持 ちが

伝わ り親 しみを覚え るという意見であった。

さ らに、毛筆のイメージに関 して は、個性 の表現、芸術性、改 まったというイメージが多

い一方で、威圧的、堅苦 しい、厭味な感 じと感 じる人 と両極端の意見が見 られた。 しか し、

若者への毛筆離れの傾向は、あまり見 られず、年齢差 による違いはないようであった。っま

り、若 い世代にも毛筆 のもっ特別 な意味合 いは浸透 しているのであ った。

さて、毛筆が現在の生活 の中で最 も根強 く残 っているものと して、慰斗(の し)紙 ・奥斗

袋の表書 き、結婚式 ・お葬式等 の際の芳名帳への記入 などが挙げ られる。それらの共通点は、

慶事 ・弔事 ・返礼など、っまり"人 生の くぎり"、何かの始 まり、終わ りに関す ることであ

る。 それは年賀状に もあてはまる。毛筆 は、気持ちの切替え、 けじあの意味を残 し、現代に

生 き続けているのである。

文字の持つ イメージの役割 は大変 に大 きい。活字 による信愚性、そ して手書きによる個性、

さらには、書体による風合いの違 いなど文章の内容 に、様々な影響を及ぼしているのである。

II-2.書 道文化 と書写教育

手書 き文字が、現在で も大 きな支持 を得ている背景 として、書道 は日本の文字文化の象徴

として切 り離す ことがで きないものである。書道 は、「文字を素材 とす る造形芸術」4)として

定着 している。
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この 日本 の書 は、文学や思想 を記録するのに、文字を美 しく筆で書いたもので、 これが芸

術 の一つにまで昇華 されたのが始まりである。黒田正典氏 は、『書の心理』の中で、「西洋 の

伝統的な筆跡学 は、多分に占いと身の上相談 として発達 したのに対 し、東洋においては、 …

筆跡などは"書"、"書 道"と して特別の芸術的地位を占あた。」5)と述べ てい る。 っ ま り西

洋 の文字に対す る認識 と東洋のそれ との大 きな違 いがここに現れているのである。そ して日

本人 は、文字か ら風情、わび、 さびの世界を感 じることので きる感性 を持 っているのである。

我 々の手書 き文字への愛着 は、 このよ うな 「字を美 しく書 く」書道 という文字文化や意識か

ら生まれていることは十分に考え られる。

また、 日本人の手書 き文字 に対する意識には、 日本の文字教育 によるところも大きい。

日本では、小学校 ・中学校の義務教育において、国語科の授業に書写の授業が設 けられてい

る。指導要項では、「手書 き文字には、言語 としての機能性 と表現性(視 覚性、芸術性、 個

性など)が 、いっの場合に もっきまとうものであ る。」6)とあ り、「正 しく整 った字」 を書 く

能力を養 う為に書写を指導 している。 また、筆順の指導に時間をか けていることも、美 しい

字を書 く為の大 きな要因 として重要視 されており、 これは科学的にも立証 されている。・)

そ して、平成元年度か ら小学校 の国語科の指導要項の改定で、書写 の時間が見直 され、授

業数が増やされた8)こ とは、現在の文字の乱れの傾向を直 し、 日本 の手書 き文字を大切 にす

るという意味において、情報化社会 というコンピュータの文字が多い今 日では注 目すべ き点

である。 このように 「字 を正 しく書 く」指導 も、我 々の手書 き文字への意識の根底に潜んで

いるのである。

また、 カルチャーセ ンターで新 しくワープロ講座が開講 されているにもかかわ らず、書道

の講座に も根強い人気があることは見逃せないことである。 さらに、ペ ン字 に関 して は、現

在の社会 において企業秘書 の資格 として、 ワープロ検定の資格 と同様にペ ン字検定の資格が

重要視されて いる9)。このような点か らもワープロ文字の普及 もさることなが ら、 手書 き文

字 の必要性 は社会的に も大 きい ものだ と判断できるのである。

以上のような、文字文化、文字教育への熱心 さが、手書 きに対す る信頼 を醸 し出 している

のである。

皿.ワ ー プ ロの 浸 透 度

皿一1.公 的文 書 と私的 文書

さて、 ワープ ロを使用 す るよ うにな った今 日、 ワー プロの文字 は公 的文書 と私 的 な文 書 の

領 域 に、 どの よ うに浸 透 して い くので あ ろ うか。 ワープ ロを使 用 して い る人 と使用 して いな

い人 で違 いを見 ると、 公 的文 書 におい て は、 ワープ ロを使 用 して い る人 に活字 へ の指 向が大

き くな って いる。 今後 ます ます ワープ ロの使用者 が 多 くな る中で、公的文書 に関 しては、 ワー
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プロ文字の浸透が、確固たる位置を確立す るであろう。それには、官公庁への提出資料がワー

プロの文字で も認 められるよ うにな ったことも大 きく影響 している。 また、別の問題 として、

ワープロ文字が公的文書で使用 されることにより、印鑑中心の日本で自筆のサインの意味 も

見直 され、欧米のように重要 になって くるであろう。

しか し、 ワープロを使用 していて も私的な方面への活字 の指向はあまり延 びていない。っ

まり、私的な面での利用 にはかなりの抵抗があるようであ る。 私的 な手紙 を もらう場合、

「下手で も手書 きがいい」 という傾向が強 く、そのことか らもやはり手書 き文字 への愛着 は

大 きいことが うかがえ るのである。

皿一2履 歴書 一外国人との意識の違い一

文字に対す る外国人の意識にっいては、先ず、活字 と手書 きの使 い分 けは、 ほぼ日本人 と

同 じ傾向であり、公的文書 には活字、私的な文書 には手書 きを使用 していた。 その理由も日

本人 とほぼ同 じ傾向にあり、手書 き文字には個性、親 しみの表現が含まれているようである。

しか し、公的文書には着実 に活字が定着 しており、活字 でないと公的文書 と判断 されない、

信葱性がない、公的文書に手書 きは使用 しないなど、使 い分 けの傾向が よりはっきりしてい

る。 また、読みやすさを重視するという意味で私的な手紙において も活字 を使 う人の割合 は

日本人よりも多か った。

外国人 における活字 の定着 の理 由は、や はり欧文 タイプライタの100年 以上 に もわた る歴

史によるものであろう。外国人は、 タイプライタ又はワープロを10歳 代、中学校 ・高等学校

の時代か ら使用 してお り、使 い分 けの習慣が自然に備わっていることが考え られる。 日本人

では、10歳 前半 に、書写教育が行 なわれている一方で、欧米では、その年齢か らタイプライ

タの授業があるという違いは、活字 に対する意識に も影響 を及ぼ しているのであろう。

外国人 と日本人の活字 と手書 き文字の使い分 けの違いが顕著 に現れたのが、履歴書であっ

た。 日本人の調査では約80%が 手書 きと答えているのに対 し、外国人は90%が タイプすると

答えた。全 く正反対の興味深 い結果が現れた。っ まり外国人には履歴書はタイプで打つのが

常識 とな っているのである。 タイプライタが使 えない人 は使える人に タイプして もらうとい

うコメントす らあった。

まず、履歴書を受け取 る側か ら見 ると、 日本 の企業の場合、文字か らその人の性格や個性

を読み取 ろうとする傾向にある。 これは前章で述べた理由か らも明 らかである

一方で、外国の企業経営者がどういう発想で人を選ぶかというと、履歴書の文字 自身か ら

その人の性格や個性を読み取 ろうとはしない。履歴書 はあ くまで本人のキャリア情報 として

使用 され、 日本人のように、文字による人格判断はされない。 ここに日本 と外国の文字の意

識 に対する大 きな違 いがある。

今後、 日本で、 ワープロの普及によります ます公的文書 に活字 の利用が増 える中で、履歴
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書 に関 して は、"手 書 き"が 残 るで あ ろ う。

皿一3。 毛筆体ソフ トーワープロは毛筆を越え られるか一

さて、活字、硬筆、毛筆の活用範囲 に、 ワープロがどの領域で使 われているのだろうか。

ワープロの発売当初は、活字 ・硬筆の分野だけであ ったが、毛筆体 ソフ トが出 ることにより

毛筆の分野にまで浸透 して きている。各 メーカーは、 ワープロが毛筆の分野へ も浸透するこ

とをあざ し、毛筆の楷書体 ・行書体 ・草書体の ソフ トを作 り、最近で は標準装備 されている

ワープロが多 くなっている。 この毛筆体 ソフ トは、私的な文書へのワープロ文字の浸透が、

今回の調査で もむずか しいという結果にな った中で大 きな意味を持 っている。

毛筆文化 に対す る日本人 の意識には、深 く根 ざ したものがある。そ こには、活字 と手書 き

の間での越え られない壁があった。 しか し、毛筆体 ソフ トは確実に浸透 して きている。 これ

は、書体が持っイメー ジか らくるものだと考える。毛筆体 は、限 りな く手書 きに近 い様相を

醸 しだ し、 また線 の太細 ・丸みか らくる風合いがある。 これに対 して日本人は本能的にあた

たか さを感 じる。 ワープロ文字の年賀状 であ って も、明朝体 よりも毛筆体に、よ り親 しみが

持て ることはそのあた りに起因 しているのであろ う。

また、毛筆体の利用 として、呉服屋の看板 ・そば屋ののれんなどに、現在で も広 く用いら

れている。それ らの文字が ワープロ文字で"そ ば ・うどん"の よ うに書かれて いた ら、 お

そ らくおい しさまで半減 して しまうであろう。 このように文字か ら情緒 を感 じることは日本

人独特の感性であろう。

さらに書体 に関 して言えば、明朝体、 ゴシック体、教科書体は勿論の こと、現在では、書

けない人が多 くなった草書体、 さらには、江戸文字体などあ らゆる書体を ワープロを使 うこ

とによって活用で きる。衰退 してい く書体への復活の意味 も大 きい。

また、現代文字 の丸文字 までが、書体 として提供 される時代 であ る。 今後、 もし"手 書

き風"と して、あ らゆる個性のある書体が開発され、手 書 きと見分 けがっか ない洗練 され

た文字が出て くるなら、私的な文書への ワープロ文字 の壁 はな くなるか も知れない。 ワープ

ロの開発技術 の進歩は測 り知れない可能性を潜んでいる。

IV.ワ ー プ ロ普及 によ る文 字文化 の変化

IV-1.漢 字 を忘 れ る?"打 つ"と"書 く"の 違 い

ワープ ロは、 手書 き文字 へ の浸透 だ けで な く、 あ らゆ る方面 に影 響 を及 ぼ して いる。

一 っ に は
、 ワープ ロは清 書機 で はな く、 文書 作成 機 であ る。 っ ま り文 章 を"書 く"か ら

"打 っ"に 変 わ
った。 その影響 はど こに現 れ て い るの だろ うか。

まず、 ワープ ロを使 い始 めて 「漢字 を忘 れ た ・書 けな くな った」 とよ く言 われ る。"打 つ"
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場合、漢字 はキーボー ドか らひらがな又はローマ字を入力することにより画面に提供 される。

その中か ら使用者 が漢字を選択する。 さらに文法解析の進 んだ ワープロでは、 勝手 に"か

な漢字 ま じり文"が 作成で きるのである。考え る必要が全 くな くな る。 すなわち、 頭で文

字を考え指 に伝 えるという作業が省かれ、視覚で選ぶという判断のみになる。 これは字を書

かな くなると漢字を忘れ るのと同 じ様 な意味で 「漢字を忘れる」 ことにっながる。

たとえば、 いっ もワープロを使 っている人が、黒板 などに文字 を書 く時、 ワープロでは打

てる漢字が、漢字の輪郭 はわかるのに突然書けないということを耳にす る。

文字を"書 く"と いうのは、脳の刺激 にとって大 きな意 味合いを持 っ。 文字 を書 く時、

無意識の うちに筆圧など様々な配慮 を している。 これは大沢一爽氏 による 『文字 の科学』の

中の、「脳波 トポグラフィと五指筆圧記録 の相関」 において、"書 く"と い う指の動 きによ

る脳への反応か らも証明されている。1°)"打っ"と"書 く"で は脳への影響 も違 うようであ

る。

ブライ ンドタッチは、思考を妨 げない為 にあると言われ るが、それにより書 く能力が衰え

るのでは大変な問題である。欧米 のタイプライタでは、単語 のスペルは自分で考えて タイプ

す る。 日本語 ワープロとは、その点で大 きく異なる。今後 ワープロが若 い世代か ら使用 され

るようになることは、漢字が読めても書けなくなる可能性 は大 きい。

IV-2.文 章 ・文体 の変化

次 に、 文章 へ の影 響 と して は、 ワープ ロを使 うことに よ り、 逆 に漢 字 の多す ぎる文書 にな

るこ とが考 え られ る。 ワープ ロで は、 自分 の知 らな い漢字 まで数多 く提供 され る為、選 ぶ側

は、手 で書 く場合 には通 常使 わ な い漢字 まで も使用 す る ことがで きる。 そ して、安 易 な選択

に よ り、従 来 の手 書 きの文章 と は違 った雰 囲気 の文章 を作 るこ とに な る。 これ は、情 報過 多

と言 われ る今 日で、選 択能 力が 問わ れ るの と同 じで あろ う。 この こと に関 して は、 倉谷 直臣

氏 は、 雑誌 国文学 の 「ワー ドプ ロセ ッサ は 日本語 を変 え るか」'1)とい う論 文 の 中 で 、 簡 単 に

漢字 変換 され る能率 の良 さか ら くる ものだ と述 べて い る。 また、 田 中良太氏 は 『ワープ ロが

社会 を変 え る』 の中で機械 任 せの文字 選択 とい う意 味で 同 じよ うな こ とを述 べ て い る。12)さ

らに田中氏 は文章 に くせが な くな り 「さ らっ と した文 章 にな る」 と してい る・"打 つ"こ と

をた とえて、"手 が しゃべ る"と も言 われ る。"書 く"こ とか ら"打 っ"こ と に変 わ った こ

とで、 文章 が話言葉 に近 づ く可能性 もあ るので あ る。

また、文章 を書 く順 番が変 わ るこ とも考 え られ る。文 章 を原 稿用 紙 に書 く場 合、頭 で整理

して か らペ ンを動 か す。 ところが、 ワープ ロの場 合 は、 思 いっ いた発想 ・言葉 を まず画面 に

メモ し、 それ を画面 の上 で整理 して文 章 を形 作 って い く。考 え を ま とあ る場所 が画 面 の上 と

い うこ とに な るの であ る。

これ に対 して、良 い点 と して挙 げ られ るの は、 訂正 が簡単 にで き る編集機 能 のおか げで、
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推敲能力が高 まり、より洗練 された文章を書 くことがで きることである。 また、す ぐに活字

になることにより、文章 を客観的に見 ることもできる。 しか し、逆に推敲が簡単 に何度 もで

きることによ り、個性のある独特の文体が、上述 した 「さ らっとした文章 になる」 ことも考

え られるのである。 たとえば、作家が、 ワープロで原稿 を打っ ことにより文体が変わり、い

っ頃か らワープロを使 い始あたかがわかるとも言われている。

しか し、 ワープロを使 う事 によって、頭に思 い浮かんだことが、す ぐに字 になるため、各

自の個性が 自然に現れ ることも考え られる。つまり、書 くとは違 う、 より個性的な文章 を作

ることが可能ではないか。 ワープロで は、字体 には個性が出ないと前章では述べたが、文章

においては、今まで手で書 くことでは現れなか った別の個性表現がで きるので はないか。

以上のことは、一概に、良 いとも悪いとも言えないが、 ワープ ロで"打 つ"こ とは、確

実に日本語の文章 ・文体 に影響 を及ぼ しているのである。

IV-3ワ ープロによる個性表現

ワープロ普及 により、文字文化 は変化を起 こしつつある。漢字の問題、文章への影響、 そ

して次 に挙 げられるのは、文書を、"読 む"前 に、"見 る"と い う視覚で訴 える点が重要視

され、 その実現を可能 にするのが ワープロなのである。

ワープロでは、文字 の大 きさ、書体、 レイアウ トなど様々な編集機能を使 うことにより、

より視覚 によって引 きっける文書 を書 くことがで きる。つまり、先ずは、見た眼において、

より完成度の高い、説得力、表現力のある文書を作成 しよ うと試 みる。 これはまさに文書へ

の意識の向上 である。

たとえば、会社の会議用の資料 においては、読んでみたいと人 に思わせる文書 を作 らなけ

ればな らない。それには、まず内容に入る前 に視覚で訴える効果 は大 きい。文字 に、"読 む"

だけでな く"見 る"の 要素が加わるのである。文字の機能 と して情報伝達 の意 味以上 の も

のがあることは、第2章 で述べた通 りである。読みやすさか らは活字、文字 による個性表現

としては手書 きに軍配が上がった。 これか らの ワープロの文書 は、その読みやすさとあわせ

て、 いかに見やす さとい う点で文書 に個性を出すかが問われる時代であろう。最近 のワープ

ロは、その実現 を可能に している。 たとえば、DTPは 、新聞などの編集作業を行 う為 に追

加 された機能であったが、今では、 ポータブルワープロにおいて も、 ダウンサイジングワー

プロとして装備 されている。今後 は、 それを使用す る側の表現力にかかっている。

また、最近の傾向 として、若 い世代 の活字離れが言 われている。本か らではな く、テ レビ・

ラジオか ら情報を吸収で きることにより読む ことが減 り、 また電話 の普及 によ り、書 くこと

か ら離れ る傾向にあ る現在で、解説書や教科書がマ ンガ化 される傾向にある。つまり絵で見

て説明する方法が流行 している。

この若 い世代の活字離れを引 き戻す ことがで きるのが ワープロである。
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ワー プ ロの良 さは、 この"見 る"文 書 とな る ことによ り、 よ り一 層 有 効 に利 用 さ れ た こ

とにな る。 ワープ ロで は、 個性 表現 がで きない と言 わ れたが、"見 る"文 書 を作 る こ とに よ

り、 あ らゆ る個性 の表現 が可能 だ と考 え る。 ワープ ロの出現 に よ り、 文書 へ の意識 は大 き く

変 わ ろ う と して い るので ある。

V.こ れ か ら の ワ ー プ ロ

V-1.現 在の ワープロ教育及び問題点

短期大学のワープロ教育に携わっている立場 で今の学生 を見ると、将来の為にワープロ操

作を覚えてお く必要があると強 く感 じている。

授業 は、学生のニーズ ・就職の有利 さなどの面か ら日本商工会議所主催の 日本語文書処理

技能(ワ ープロ技能)検 定(以 下 ワープロ検定 という)3、4級 取得 を目標に した内容 を中

心 に行 っている。 この授業方法には、利点 と欠点がある。

利点 と して考え られることは、学生が身近 な目標を持つ ことにより、限 られた時間を有効

に使 って集中的に操作の練習をする。特 に日常実践のない学生 にとっては身近な目標がある

ことの効果 は大 きい。 そ して、学生 は検定を取得 したということにより、努力が認め られた

という満足感を味わうことができる。3級 を取得 した学生であれば、一応、基本的なワープ

ロの操作能力は備わったと判断で きる。就職 の有利さという点でも、就職先 としては、 ワー

プロの操作能力 を判断す る上で、一っのめやす とす ることがで きる。

また、 ワープロ検定の3級 の程度である、「日常業務 において ワー ドプ ロセ ッサによる文

書処理に関す る基礎的な実務知識 および技能を有す る程度」13)に関 して は、 出題 され る問題

の内容は適 当であると考える。 たとえば、入力速度に関 して言えば、4級 で10分 間 に300文

字、3級 では400文 字 を打っ ことが最低条件である。手書 きで、10分 間 に300字 か ら400字 が

普通 であると言われているのであるか ら、 それに見合 う速度 は必要であろう。

しか し、授業でワープロ検定 を目標にする際の欠点 と して、その入力速度 の点が挙げ られ

る。授業 とい う限 られた時間の中で、打鍵数を伸ば してい くとなると、入力練習を集中的に

しなくては、効果 は上が らない。結局、授業で も、入力重視の傾向になって しまう。本来、

キー打鍵の練習は、キーボー ドの操作に煩わされない様 に、キーを見ないで打っブライ ンド

タッチをマスターすれば、色 々な文書を打 ってい くうちに自然 と入力速度は伴うものである。

ここに、 ワープロ検定を授業 で目標にすることの問題が生 じて くる。

また、現在のワープロ検定 では、入力問題の他 に、文書作成問題が出題 されている。 この

対策 としては、定型化 された ビジネス文書の形式を身につけ、限 られた時間の中で、 ワープ

ロの機能を有効 に使用 し完成 させるという操作中心の指導を している。 しか し、 この方法で

は、学生の創造力を開拓する指導はできない。
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しか も、 ワープロ検定は、昭和60年 発足以来、年々内容が難 しくな っている。 その内容の

難 しさとは、どち らかというと文書量が多 くなるとい う方向に傾いている。それは、 ワープ

ロ技術が年々進歩 し、 より便利に操作ができるようにな ったのに合わせてのことであろうが、

日常実践のない学生にとっては、益々追 われる立場で練習 しなければ合格 は難 しくな ってい

る。

即 ち、授業で ワープロ検定を目標 にする問題点 として、 ワープロを使 い始 めた初期の段階

で入力練習に時間をかけることにより、学生 も速 く打てれば文書処理能力があると錯覚 して

しまう。 また、定型化 したビジネス文書の操作を繰 り返 し練習 し、打てるよ うになるだけで

は、社会 に出た時に単なる"便 利屋 さん"と して使 われ るだ けであ る。 就職 の有利 さとい

う点 において も、 ワープロ検定を目標に しているが、学生 が就職する先の上司は、 ワープロ

が打 てることをどのような意味で望んでいるのか疑問を感 じるところであ る。 ワープロ検定

のみならず、現代のあらゆ る分野での検定取得指向の傾向に対 して、その効果 と問題点 を考

える時期 に来ているのではないだろうか。

V-2こ れか らのワープ ロ教育のあ り方

(1)学 校教育において

ワープロ教育 は、 ワープロがあらゆる方面で有効利用 され る能力を養 う為にある。 その為

には、基礎的な操作教育 はブライン ドタッチのマスターを含めて、大切な ことである。今回

の調査でも、 ブライ ンドタッチは、初期の段階でマスター しなければ、操作歴が増 して もマ

スターす ることはできないという結果が見 られた。 このことか らも、初期段階のキーボー ド

教育 は重要だ と言 える。 また、初歩的な操作を使 いこなせ なければ、活用範囲を広げること

は困難であろう。 しか し、基礎を終えた段階での応用教育では、多機能の操作に関 して、 グ

ラフ ・線画機能などの操作教育に留まってはいけない。

前章で も述べた通 り、 ワープロも、個性表現ので きる機械である。基本操作を覚えた上で、

あ らゆる表現 のできる、活用能力、創造力を養 う必要がある。 さらに言 えば、 ワープロを使

用す ることにより、学生 の創造力を豊かにする教育が可能だと考え る。 また、文書作成、及

び起案能力を養 うこともで きるのではないかと考える。

年 に1回 行われる、全国 ワープロコンテス トの傾向 として、従来は、入力速度が重視であっ

たが、近年の傾向 として、表現力の部門が追加 された。 まさにこれが、 これか らのワープロ

の一つの方向付 けを しているといえるだろう。

ワープロは、活字離れの現代の風潮を復活 させ ることができると前章で述べたが、学校で

の ワープロ教育では、定型化 した文書 を打つのではな く、各 自が考えて文章を打っ方 に重点

を置 くことにより、よ り充実 した ワープロの活用範囲を開拓できるので はないか と考える。

となると、 ワープロ検定を目標 にす ることに関 して矛盾が生 じ、さ らには、学生の就職先が、
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学生 に対 してどのような人材を要求 しているか も合わせて考え直す必要があると考える。

(2)ワ ープロをとりま く環境

また、現在 のワープロの方向性 として、LANに よる文書の共有 ・一元管理、電子 ファイ

リングシステムによる省スペース化、DTPに よる文書表現力の強化、パ ソコン通信機能 に

よる文書での コミュニケーションなどが挙げ られている。 ワープロは単なる文書作成 の効率

化 の時代か ら、文書処理 の効率化 を考える重要な時期 に変わ りっっある。

オフィスにおける文書の効率化 は、単に文書入力 ・編集 ・保存の機能のみで行われるもの

ではない。文書を速 く打てることが、文書処理の効率化ではない。文書管理能力が必要であ
へ

る。特 に、パーソナル ワープロが一人 のデスクに1台 となった時、文書を個人管理 していた

のでは、 ワープロを有効利用 しているとは言えないであろう。現在の、電子 ファイリングシ

ステムは、大企業相手 のものではな く、・部課単位 の処理に重点を置いている。即ち、文書処

理をOA化 と して定着させるには、組織内使用者全員の文書処理への意識改革が今後ますま

す必要 にな って くるのである。

ワープロ教育では、操作教育だけでな く、そういった広 い視野で文書処理 を考える能力を

持 った人材を育てなければならない。学生 にも、そういう広 い意味の活用方法を紹介 し、社

会に出た時に自らが就職先で意識改革をもた らすような姿勢 を持 ってもらいたい。

ワープロ発売 当初、 ワープロの浸透は、若い世代か ら始 まった。会社の上司は、 ワープロ

をタイプライタと同 じよ うに考え女子社員のする仕事 だと考えていた。 しか し、確実に高年

齢層への普及 は進んでいる。今回の調査で も使用者 は、広範囲の年齢層に渡 っていた。 ワー

プロが タイプライタで はないという認識が浸透 してきた為であろう。文書への意識改革 は若

い世代か ら行えるものだと考え る。

(3)社 会 にお け るワー プ ロ教 育

調査結 果 で、 ワープ ロは独 学 で十分 とい う意見 も多 く見 られ た。 その理 由 は、 現在 の ワー

プロ教育 が、 単 な る ワープ ロ操作 の訓練 にな って い るか らで はないか。操 作 だ けな ら、画面

の絵 を見 て操 作 で きるアイ コ ン機 能、 ワー プ ロの ガイ ダ ンス機 能 の充実 な どに よ り十 分独学

で まか なえ るよ うにな るであ ろ う。

しか し、 ワー プ ロ教 育者 は、 ワープ ロの イ ンス トラク ター(操 作教育者)で はな く、各分

野 で ワー プロが有効利 用 され る為 の ワープ ロの トー タル ア ドバ イザ ーで なけれ ばな らない と

考 え る。今 回 の調査 で、 ワープ ロが 有効利 用 され ない理 由 と して、活用 事例 が ほ しい、何 に

使 った らよいかわ か らな い とい う意 見 が多 く出 された。便利 そ うだ か ら買 った、 で は有効 利

用 され る可能性 は少 ない。 た とえばパ ソコ ン ・オ フコ ンを紹介 す る場 合 に は、 は じめに操 作

説 明 など は行 わ な い。 業 種別 ・部 門別 の活用範 囲 の事 例紹 介、 パ ソコ ンを導 入 す るこ とによ
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り、 いかにメリッ トがあるかを紹介す るのが普通である。 この ことは、 ワープロにとって も

同 じだ と考える。 ビジネス向けには、業種別 ・部門別の活用事例の紹介、 ホームユースとし

ては、家庭での潜在的な活用範囲の提案がで きなければな らない。

その為 には、実際 に有効 に活用 されている企業、部門などの方法を吸収 し、紹介する方法

もますます重要 になって くるであろう。

技術 の進歩には、終わ りがな く、今後 もすば らしいワープロがどんどん登場 して くるであ

ろう。 ワープロが多機能 ・高性能 になった今、何 の為の多機能か、その開発構想をふ まえた

活用方法が理解 されなければ、いわゆる"宝 の もち ぐされ"に な って しまう。 多機能 を使

いこな して こそワープロの良 さが発揮できると考える。現在の問題点 として、開発者 ・メー

カー側の現在及び将来的な構想 と、一般使用者 の理解の間には、かなりのギャップがあると

思われ る。 その開発分野の展望 を、 ユーザーに紹介する役 目をワープロ教育者 は担 っている

のである。

V-3.ワ ープロ普及のために

ワープロの普及に伴 い、 まだワープロを使用 していない人 に対す るワープロの知名度 も高

くなり、現在使用 していない人の中で も今後使用 したいと思 っている人 も多い。特に注 目 し

たいのは、専業主婦 でも3割 までが今後使用 したいと答えていた。 しか し、使用 したい範囲

については漠然 としたものが多か った。

近 い将来、 ワープロが家庭 に1台 となる中で、 ワープロが有効利用 される為の問題点 は、

パー ソナルワープロの位置づ けにあると考 える
。現在 のパーソナルワープロは、会社で一人

1台 の為の ワープロとして も使われ、家庭で仕事がで きる時代への方向 として家庭に も持 ち

込まれている。 この家庭のワープロが、単 にビジネスの延長 としてのみの機械なのか、ホー

ムユース用 と して専業主婦層 にとって利用価値があるものかいまだに曖昧である
。

勿論、家庭では、子供が レポー トや論文を書 く為に大いに利用す る時代が くるであろう。

しか し、今回の文字に対す る意識調査で、私的な文書 に活字 を利用することに抵抗が強いこ

とか ら考えて も、家庭のワープロの活用範囲を考える必要があると考える。 ワープロは知的

生産 の道具であると言われ る。 ワープロが家庭 に浸透することによ り、 より豊かな生活の可

能性 は十分期待 されるであろう。

新製品 とは、 は じあは生活の中に"な くて も済 ませ られ る"製 品 であ る。 その中か ら消

費者の潜在 ニーズを引き出す ことによ り、 より豊かな生活 を送れるようになる。 ワープロが

家庭に1台 の時代 になる中で、ホームユースワープロとしての利用価値、活用範囲の開拓が

今後必要 とな って くるであろ う。新製品"ホ ームユース ワープ ロ・ の開発 が必要 なのか も

しれない。ホームユースワープロの活用範囲の開拓 はできないものだろ うか。 ワープロが、

今後 ます ますの普及 し、私たちの生活に溶け込 む上での大 きな課題である。
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VI.お わ り に

日本人 は、伝統的に手書 き文字に対す る愛着を持 っている。 ワープロが更 に普及す る今後

において毛筆の世界 も情緒的な面 で深 く生 き続 けるであろう。 また、すでに述べたように、

ワープロは伝統的な文化を衰退 させるものではな く、新 しい文字文化を作っているのである。

ワープロにより、個性的な表現が可能であるな ら、一般大衆 にワープロが普及す ることで、

多 くの人による、より豊かな文字文化を創造す ることが可能である。

ワープロは、機能を駆使することにより新 しい個性表現ので きる機械である。 それには、

我 々が ワープロに使われているという、受 け身の立場ではな く、使 っていこうという能動的

な態度で賢 くっ きあうことが大切である。

我々は、あざましい技術の開発 によって、 ワープロという資産を作 った。それを資源化で

きるかどうかはこれか らの我 々の手にかかっている。

ゆとりの時間が問題 にされている中で、 ワープロを知的生活 の道具 として、仕事の分野だ

けでな く、我 々の日常生活において も使 えるようになれば、 ワープロ文化 は、 ますます発展

してい くであろう。

最後 に、本研究 にあた り、 アンケー ト調査 にご協力 くださいました皆様に厚 く御礼申 し上

げます。

(註)

1)日 本経済新聞:1992年5月8日 掲載

2)本 調査の概要は以下 のとおりである。

調査概要 調査その1(日 本人対象)

【調査方法】

(1)調 査 時 期1992年6月20日 か ら7月20日

② 調査対象者 日本人を対象に行い、同 じ学校 ・会社 ・団体か らは30人 を上限とし、職種 ・性別が広

範囲にわたるよ うに配慮 した。年齢にっいては、中学生以上 とした。

(3)調 査 方 法 知人 ・友人に質問用紙を配布 し、記入 して もらう方法を採 った。

(4)調 査 内 容 ① ワープロ使用実態調査

②家庭 におけるワープロ使用実態調査

③文字 に対す る意識調査

④キーボー ドの使用実態調査

(5)集 計 方 法 日本電子計算株式会社

パ ソコンソフ ト"ASSUM"を 使用 した。
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表1

性

別

調 査 数 男 性 女 性

590

(100)

251

(42.5)

339

(57.5)

年

代

調 査 数 10歳 代 20歳 代 30歳 代 40歳 代 50歳 代 60歳 代 70歳 以上

590

(100)

114

(19.3)

153

(25.9)

121

(20.5)

99

(16.8)

54

(9。2)

37

(6.3)

12

(2.0)

職

業

調 査 数 学 生 会 社 員 公 務 員 銀 行 員 自 営 教 師

590

(100)

161

(27.3)

224

(38.0)

21

(3.6)

1

(0.2)

20

(3.4)

39

(6.6)
摘 募

人 数

(%)
各種先生 医 師 アルバイ ト 無 職 専業主婦 そ の 他 不 明

7

(1.2)

1

(0.2)

7

(1.2)

17

(2.9)

81

(13.7)

7

(1.2)

4

(0.7)

要

学生=中 学 ・高校生 ・専門学校 ・短期大学生 ・大学生 ・大学院生を含む

教師=大 学 ・高校 ・中学校 ・小学校 ・専門学校先生

先生=文 化 ・教養方面の先生

調査概要 調査その2

【調査方法】

(1)

(2)

(3)

(4)

調 査 時 期

調査対象者

調 査 方 法

調 査 内 容

(外国人対象)

1992年7月

外国人を対象に行 い、特別 な範囲の限定は行わなかった。

知人 ・友人 に質問用紙を配 り、記入 してもらう方法を採 った。

①外国人のタイプライタ・ワープロ使用実態調査

②外国人の文字に対する意識調査

表2

国

籍

調 査 数 ア メ リカ ス イ ス フ ラ ン ス 英 国 カ ナ ダ ニューシーランド スペ イ ン

50人 12人 7人 6人 5人 4人 4人 2人

オース トラllア 台 湾 中 国 ド イ ツ デ ンマ ー ク ブラジル ベ ル ギ ー

2人 2人 2人 1人 1人 1人 1人

性

別

調 査 数 男 性 女 性

50人 24人 26人

年

齢

調査数 10歳代 20歳 代 30歳 代 40歳 代 50歳 代 60歳 代 70歳 代 不 明

50人 1人 25人 11人 9人 1人 なし 1人 2人

職

業

調 査 数 学 生 会 社 員 教 授 先 生 主 婦 エ ンジニ ア 修 道 女

50人 13人 14人 11人 8人 2人 1人 1人

3)大 沢 一爽編:『 文字 の科 学』、法政大 学 出版 部、1985年 、pp .27～28

4)樺 島 忠夫、 続木敏郎 、関 口泰次編:『 日本 の文字 」、 大修館書 店、1985年 、p .1685)黒 田 正典

『書 の心理」、誠 信書房 、1964

6)前 掲 、『日本 の文字 』、p.167
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7)大 沢 前掲書 、pp.43～55

8)本 堂 寛編 著:『 国語科 の解説 と展開』、教育 開発研究所 、1988年 、p.43

9)福 井 洋 子 ほか:「 女子短 期大学 にお ける学 生 と企業秘 書 の 「秘書」 に対 す る認 識 の比 較 調 査 」、 大

手前女 子短期大学 紀要第11号 、1992、p.263

10)大 沢 前 掲書、pp.97～216

11)倉 谷 直臣:ワ ー ドプ ロセ ッサ は 日本語 を変 え るか、雑誌国 文学 一その解 釈 と鑑賞 一、1982、pp.124

～127

12)田 中良 太:『 ワープ ロが社会 を変 え る」、1991、 中 公新 書、pp。121～132

13)日 本 商工会議所:「 日本語文書処 理技能(ワ ープ ロ技能)検 定試験 規則、1985年 制 定

調査結果1調 査その1(日 本人対象)

1.ワ ープロ使用実態調査

(1>あなたは、 ワープロを使用 していますか?

使 っているか 全 体 10才 代 20才 代 30才 代 40才 代 50才 代 60才 代 70以 上

使 って い る
352

(59.7)

1

69

(60.5)

111

(72.5)

84

(69.4)

56

(56.6)

19

(35.2)

11

(29.7)

2

(16。7)

使っていない
238

(40.3)

コ

45

(39.5)

42

(27.5)

37

(30.6)

43

(43.4)

35

(64.8)

26

(70.3)

10

(83.3)

(2職 場のワープロは、有効利用されていると思 いますか?

(3>思わないと答えた人 に

それは、何故ですか? どのように した ら有効活用されると思いますか

職場の全員が

操作を覚える

活用事例を知る

職場で勉強会をする

音声入力がほしい

メーカー問の問題

0510152025人
,U皿11

1

1

ヨ

コ

1
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(4)ワープロ操作をどこでマスターしま したか?

回 答 数 独 習 ワープロ教育機関 学 校 職場の先輩 ビ デ オ 社 内 研 修 そ の 他

347

(100)

175

(50.4)

21

(6.1)

63

(18.2)

72

(20.7)

7

(2.0)

1

(0.3)

8

(2.3)

⑤ ワープロ教育機関は、必要だ と思 いますか?

⑥ ワープロを使用 していない人に

ワープロが何の機械か

知 っていますか?

知 らない

知っている

〈 ・(11.8%)

;1≡ll影

N=238

纏
(8&2%)笏

〉

使 いたいと答えた人 に

0

時代のOA化 についていく為

便利そうだから

下手な字がカバーできる

状況に応じて使い分けられる

手書きよりきれいだから

おもしろそう

それは何故ですか?

1020304050人
ll.u1

謹

1
{92

当

三ヨ

ヨ

ヨ

今後使いたいと思 いますか

操作を覚 える
自信がない尽＼

蟹塗
使 いたいと思わないと答えた人に

それは何故ですか?

01020304050人
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2.家 庭におけるワープロ使用実態調査

(D家 庭にワープロはあ りますか?

あ る

(2)家庭のワープロは、
有効活用されていると思 いますか?

わか らない

思わない

、 〈
.

〈:馨1・;1棄N-323勿 〉 思 う

3.文 字に対する意識調査

(1)活字 と手書 きの使い分 けは
必要だと思いますか?

不明

(2)どのように使い分 けるのが
適当だと思 いますか?

辞
↓

(N-470)

手 書 きどちらでも 不明

↓ 壷 ψ

レポート・原稿・作文軍■■■■■■■■■■華選騨

職場の書類作成

ビジネス文書

社外文書

仕事関係の年賀状

ダイレクトメール

履歴書

私的な手紙

私的な年賀状

暑中見舞い

のし紙の表書き

祝儀袋の表書き

ラブレター

日記

;
ー

　

吻1

.冨
興

幽

翅刎

匪

曼
.

圃1
諺刎

刎
匡

゜

　圏

..翅 口

懸1
0102030405060708090100%
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(3)活字 と手 書 きを使 い分 け る理 由は?

な ぜ活字 が良 いのです か?

01020304050人

読みやすい398

気持 ちが伝わる

整っている

感情移入がいらない

正式な文書らしい

保存・再利用ができる

手書きだと

文書量が増える

事務的で良い

書体がいろいろある

その他

(4)手紙 を貰 った場 合 の印象 の違 い

活字 の イメー ジ

0

事務的 ・業務的 ・機械的

冷たい・そっけない

気持ちが伝わらない

個性がない

大勢の中の一通だと思う

さっと読み流してしまう

読まずに捨てる

改まった感じ

公的文書のイメージ

読みやすい

信愚性がある

活字の美しさがある

自然な感じ

気にしない

その他

20 40 60
1■ 巳 艮

i

1

i

ヨ

i

銅

ヨ

ヨ

遡

1

「」

ヨ

ー

ヨ

1

なぜ手書 きが良 いのです か?

01020304050人

気持ちが伝わる

個性が現れる

温かみがある

読みやすい

活字では失礼

儀礼的な

ものとして

慣習

教養

ワープロより

手軽

人間だから

≧ノ
r多

物

膨老ノー

老

箋

%垂

霧

影
勿
彪
霧
膨%%勿笏膨
影笏髪
髪%髪

髪

物歪"

歪影勿

髪
彪勿
勿

　

1ー07膨

髪
勿
髪
多

撒

難
纏
饗
纏 髪

髪

1

,

'
1
物
形≡

獺
拗
笏

霧

霧

身

多

塁

ペ ン書 きの イ メー ジ

80人0

あたたかい

気持ちが伝わる

親しみがある

性格 ・個性・人格が現れる

ていねいである

読まないと相手に悪い

字を見る

読みやすい

うれしい

美しい

私的文書のイメージ

読みにくい

一般的 ・自然

気にしない

その他
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1

i

[

動

}

ヨ

コ

・;lll唄

露

ヨ
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毛 筆 のイ メージ

気持 ちが伝 わ る

性格 ・個性 ・人格 が現 れ る

うれ しい ・感動 ・感激

改 まった ・荘厳

美 しい ・高級感 ・格 調高 い

芸術的 ・趣 ・優雅 ・ゆ と り

ていね い

す ごい ・立派

日本 的 ・伝統的

読み にくい

威圧 的 ・仰 々 しい ・大 げ さ

固い ・重 々 しい ・堅苦 しい

厭 味二な感 じ ・よそよそ しい

気 に しない ・何 も思 わ ない

その他

0 20406080人

墨1`巳

1

1

ヨ

1
h

1

三三、二、;I

l

1

ヨ

調

[

;1

1

1

1

(5)プ ラ イベ ー トな手紙 を貰 う場合

轟
1諺

(78.6%

笏 一読みにくい字でも
自筆の手紙がほしい

1蒙一読みにくい字なら
活字の手紙の方が

ロ ーどちらでもよい

4.キ ー ボー ドに関す る実 態調査(ロ ーマ字入力 につ いて)

(1)あな たの使 用 してい るキーボ ー ドは?(2)キ ー ボー ドの入力方 法 は?

字

力
マ
入

一口

両方 く
¶∴ 三

(2.4%)

霧
N=289

〉笏 笏

…砺(26.0%)
.徽〈

(71 6%)

ひらがな

入力

新JISキ ー ボー ド

(3)ブ ラ イ ン ドタ ッチがで きます か?

で きない

(22.0%)→

(43・4%)燃, .
N=290≡;;

(34.5%) 〉 少 しで きる
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(4)なぜ ローマ字 入力 して いるのですか?

O

英文タイプが打てたから

英文を打つ機会が多い

学校でローマ字で習った

誰かの勧めで

自分で良いと思った

1可となく

204060人

惣
麹

⑤ ローマ字入力について該当すると思 うものは?

0

絶対にローマ字入力は便利だ

ローマ定入力はめんどうだ

慣れてしまえば変わらない

覚えなおすのはめんどうだ

ひらがなは効果的でない

20 406080100人
1曜llI

i

1

ヨ

1

1

(6噺 しいキーボー ドが出たら覚え直 しますか?

わか らない

覚 え直す
気はない

⑳3鋤
2%)

ない

i恥mml! N_267、.'

(18.7%1一 ノ

ない

1　陛(3z8%)

覚 え直す

興味はあるが
覚え直 さない

調 査結果2調 査 その2(外 国人対 象)

].タ イ プ ライ ター又 は ワー プロの使 用実態調 査

(1)あな た は、 タイプ ライターか ワープ ロを使 ってい ます か? (50人 中)

タイプライタを使っている 4人 両方を使 っている 21人

ワ ー プ ロを使 って い る 22人 両方使っていない 3人

②いっ使 い始めま したか?

タイプライタ(50人 中)

年代 10歳 代 20歳 代

人数 30人 9人

ワ ー フ ロ (50人 中)

年代 10歳 代 20歳 代 30歳 代 40歳 代

人数 12人 22人 5人 1人

(3)どのように して操作方法を覚えましたか?

中学・高校授業で 大学授業で 独 学 タイプ学校 商 業 学 校

人 数 24人 4人 17人 5人 1人
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2。 活字と手書きの使い分けについて

以下のものをどのように使い分けていますか?

(N=50)

レ斜 岡■■ ■■■耳即
ビジネス文書 ■■■■■■■■ ■■ 慶 鉦 コ ■ 一活字

私的 な手紙

醐犬 一
クリスマスカード犀 轟 璽 璽 璽華 口

誕生 カー ド

日記

0102030405060708090100人
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活字と手書きの使 い分けに対す るコメン ト

TYPE--WRITING

・lt冒sfun(2)・Ienjoytyping .(2)

。ltワseasytoread.(2)

°Itlsmoreorganized .

。工tlsimpensonaL(2)

・lt曾smcheasiertocomposewithaw .p.

sinceyoudon雪thavetointerruptthe

c㎜tiveplan.

・You(猛[corrモ ∋ct/delete/make

additionsafter徹3.

・Forbusinesscorrespondenceetc
,

1脚ouldneverusehand冊iting.

・It曾sfasterthanhand冊iti㎎.(3)

・TypeHriti㎎isrequi陀dforal1

business.

・ItlsverYconvinenttotypeinE血glish.

・舳dd㏄ ㎜entsaddasenseof

professionaユismtothem.(2)

・Iuseawor咀processorfor

officiald㏄uments.

・Typewriten3ar℃agr℃atassettomankind

●Iprefertx)useawol℃pr()cessor

・forclarity.

・Typi㎎isneaterth{mh{md価ting.

。Typedthingsユookmoreprofessiona1.

・Typewrittendocumentsar燈for

officialandbusinessmail.

・Hand冊ittenisnotrモ 沿llyacceptedfor

officialusage,type馴rittenis

mchapPr燈ciated・

・It雪sintendedtooffiCialrelationShip.

・Officialthings

。工t,susedmainlyforbusiness

㎝da面niSt田tivecO㎜iCation.

・Forbusin∈sspurPosesalwaystype冊iter。

・Itlsforbusinesspurposeonly.

HAND-WRITING

・It電spoliteness.

・It(避1showourpersonality 。(2)

・ItCanshowastateofmind.

・層rittend㏄umentSgiveaSenseof

info㎜lity.(2)

・Hand冊ittenlettenshaveadeg℃e

ofintimacyaboutthem.

・Iusehandwriti㎎fOrpersonal

cor榔pondence.

・It雪susedmainlyforprivateuse
,

apPlicabletopersonal

relationsbip.

・Per¥30nalthings(3) ,

・ForanypersonaユmattersIuse

handwritten.(2)
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平成4年6月

大手前女子短期大学

秘書科 野波 弘子

ワープロ利用に関する意識凋轟まのお趣

拝啓 時 下 ます ま4御 清栄 の こととお 喜び申 し上げ ます、、

さて 、私 共 は現 在短鯛 大学 で ワープ ロ教 育 に騰わ って お ります,よ り良 い ワ

ー プロ敦 育を め さす 為、 」二記の件 にっ きア ンケー ト調 査 をお願 いす る ことに致

しま した,、

つ きま して は、御 多忙中 ま ことに恐れ 人 りますが 、別紙 調 査項 目に ご回答 い

ただ きまずよ うよ ろ しくお願い 申 し一ヒげ ます、、

敬 具

ワ ー プ ロ 利 用 に 関 す る 意 識 遡 査

以下の 事項 につ いて 、該 当す る項 目に○ 印 を こ記 人下 さい、,(全 て 複数 回答可 能で づ)

1、 あな たにつ いて

・牲別()男()女

・年 令(♪ 歳

・職業

、業 種1

{部1睡P

1役 職!

・居住 地

く

く

く

く

、⊆

く

く

く

く

　

史

く

》lo歳 代

)50歳 代

)学 生

)会 社 員

)公 務 員(

)製 造 業()流 通 業

)金 融()商 社

)輸 送 業()そ の他

)営 業 部門(

)一一般 社員(

.)専 務(
、取 締役(

(

()20臓 代

()60歳 代

)教 師(

)自 営(

)そ の他

r

・

〆

、

()30歳 代()40歳 代

()7⊂}歳 代 以上

)先 生 【文化 ・教 養1()無 職

)医 師()専 業 主婦

)サ ー ビ ス業

)建 設 ・不 動産

)都 道府県

)管 理 部門

)主 任 ・係 長

)常 務

)パ ー ト(

2.ワ ープ ロの使用 実態

あ なたは 、 ワー プ ロを使 って います か?

()は い(

「はい 上と答 え た 人

()職 場()自 宅

・ワー プ ロの 操作歴 は?

(♪ 半年 未満()約 雇年

()3～5年(

()思 う()思 わ な い

1

ぐ)技 術 部門

()課 長()部 長

()挙 量二長(♪ 会長

)派 遣 社 員 その他

)い いえ 一一一→ 「い いえ 」と答 えた 人は 、

次 の川紙 に進 ん でFさ い、、

・あな たは 、 ワープ ロをど こで使 って い ます か?

()学 校1教 育機 関1

()i～3年

)5年 以一L

・職場 と答 え た人一職 場の ワー プ ロは、有効 に活 用 され てい ると思 い ます か?

()わ か らな い

ー
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・有効に活用されていないと答えた人に

なぜ、有効活用されていないのだと思いますか?

()操 作方法を知らない人が多い

()操 作方法がむずかしい

()使 う必要がない

()何 に使えば良いかわからない

()そ の他 意見をお聞かせ下さい

どのようにしたら、有効活用されるようになると思いますか?

()職 場の全員が操作方法を覚える

()活 用事例を知る

()そ の他 意見をお聞かせ下さい

・あなた は、 どの よ うに して ワープ ロの操作方 法 をマ スター しま したか?

()独 学()ワ ープ ロ教 育機 関()学 校

()職 場 の先 輩()操 作方 法の ビデ オ

()そ の 他

・ワープ ロの教 育機 関は 、必要 だ と思 い ますか?

()思 う()思 わな い()独 習で 充分 であ る

・ワー プロを使 って いて 、便利 だ と思 う点 は?(順 位 をつ けて下 さい。)

()自 分 の作 った文 章が 、す ぐに清書 されて 出て くる。

()原 稿 の修 正作業が 簡 単にで き る。

()下 手 な字が カバ ーで きる。

()そ の他 ご意見 をお聞 かせ下 さい。

〔 〕

・ワープ ロを使 って いて 、不便 だ と思 う点 が あれば 、.ご意 見を お聞か せ下 さい

2

「いいえ」と答えた人(ワ ープロを使っていないと答えた人)

・あなたは、ワープロは何の為に使う機械かを知っていますか?

()知 っている()知 らない

・あなたは、今後ワープロを使いたいと思いますか?

()思 う()思 わない()何 の為に使ったら良いかわからない

()使 いたいが操作方法を覚える自信がない

思うと答えた人 一 →それは何故ですか?

()時 代のOA化 について行く為

()便 利そうだから()下 手な字がカバーできるから

()そ の他 ご意見を聞かせて下さい

思わないと答えた人 一 一 一→それは何故ですか?

()必 要ない()何 の為に使ったら良いかわからない

()そ の他 ご意見をお聞かせ下さい

・ワープ ロを 買 った場 合
、有償 の教育 を受 けよ うと思 い ますか?

()思 う()思 わ ない

思 うと答 え た人 一一→ 基礎 操作教 育 に出 して も良 い と思 う価格 は?

()3千Fl()5千 円

()1万 円()3万 円()5万 円

3.家 庭 でのワー プo使 用 実態調 査

・あなたの 家に は、 ワープ ロが あ り ます か(ワ ープ ロ ソフ トも可)?

()あ る()な い()わ か らな い

「あ る」 と答 えた人

その ワー プロは、 家で 誰が使 って います か?(例:父 ・母 ・息 子 ・娘 ・など)

()一 〔 〕歳()一 〔 〕 歳

()一 〔 〕歳()一 〔 〕歳

あな たの家 の ワープ ロは、有効 に使 われて い ると思 い ます か?

()思 う()思 わ ない()わ か らな い

「思 わな い1と 、答え た人 一一 それ は 、何 故 ですか?

()操 作 で きる人が少 ない()使 い道 がわ か らない

()買 ったが必要 なか った と思 う

3
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4.活 字と手書きの意識調査

・あなたは、文章を打つ場合、活字と手書きを使い分ける必要があると思いますか?

()思 、う()思 わない()わ からない

「思う」と答えた人

・あなたは、活字と手書きをどのような時に使い分けるのが好ましいと思い

ますか?

活字 書き とち らで もよい

レポー ト ・原 稿 ・作 文()

職場の 書類作 成()

ビジ ネス文書()

社外 文書()

履歴書()

私的 な手紙()

仕 事関 係の年 賀状()

私的 な年賀状()

暑中 見舞 い()

の し紙 の表 書 き()

祝儀袋 の表書 き()

ラ ブ レター()

ダイ レク トメー ル()

日記()

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⊃

　

　

　

　

　

<

　

　

　

　

く

く

　

く

く

　

く

く

　

　

　

　

　

,

　

　

　

,

　

　

　

　

く

く

く

く

く

く

く

く

く

　

く

く

く

く

※上記以外で、活字と手書きを使い分けた方が良いと思うものがあればご記入

下さい。

活 字 一 一 ・

〔
手書き一 ・ )

・活字の方が好ましいと選んだものについて 一 →なぜ活字が良いのですか?

()気 持ちが伝わる

()読 みやすい

()そ の他 是非ご意見をお闘かせ下さい

4

・手書きの方が好ましいと選んだものにっいて 一→なぜ手書きが良いのですか?

()気 持 らが伝わる

()読 みやすい

()そ の他 是非ご意見をお聞かせ さい

・プ ラ イベ ー トな手紙 を もら う場合

()読 みに くい字 で も良 いか ら、 自筆 の手 紙 が ほ しい

()読 み に くい字 の手紙 な ら、 ワープ ロで 打 った 手紙 の 方が よ い

()ど ち らで も良 い

5.美 しい字 を書 くことに対 す る意識 調査

・あな たは 、今 まで に学 校教 育以 外で 書道(習 字)を 習 った こ とが あ り ます か?

()は い()い いえ

・現 在書道(習 字)を 習 って い ます か?

()は い()い いえ
ノ

・何故、習っているのですか?

()字 が上手くなりたいから()精 神修行のため

()美 しい手紙が書きたいから()書 道の作品を作りたいから

()そ の他

・あなたは、字を上手に書けるようになりたいですか?

()思 う()思 わない()意 識 したことがない

・あなたは、活字 ・ペン書き・毛箔の手紙を受け取った場合に、どのように印象が違

いますか?そ れぞれを比較してご意見をお聞かせ下さい。

5
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・あなた は、楷 書 ・行 書 ・草書 とい う書体 があ るのを知 ってい ます か?

()知 って いる()知 らない()聞 い た ことはあ るが よ くわ か らない

「知 って い る」と答え た人

あなたは、その書体が書けますか?

楷 書 一()書 ける

行 書 一一()書 け る

草 書 一一()書 け る

()少 し書ける

()少 し書ける

()少 し書ける

()書 けな い

()書 けな い

()書 けな い

あなたは、今後その書体を覚えたいと思いますか?

()思 う()思 わない

()ど のように使い分けたら良いかわからない

三書体を書けると答えた人

あなたは、どのようにその書体を使い分けていますか?

ご意見をお聞かせ下さい。

一 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 一 一

6

キ ー ボ ー ド入 力 に 関 す る 実 態 調 査

現在 、 コン ピュータ(パ ソコン・ワづ0等)の キーボ ー ドをご使用 の方 にお尋 ね しま す。

下記の項 目で 、該当す る もの に(⊃印を記入 して 下 さい。(複 数 回答 可能で す、,)

性別(')男()女 年 合()歳

(Pあ なたの 使用 して い るキーボ ー ドは?

()JIS配 列 キ ーボー ド()新JIS配 列 キー ボー ド

()親 指 シフ トキ ーボー ド()そ の他()わ か らない

② あな たは、 そのキ ーボー ドを どの よ うに 入力 して い ます か?

()ひ らが な 入力()ロ ーマ字 入力

③ あなた の ワープ ロ操作 歴 は?

()半 年 未満()1年()1～3年():」 ～5年()5年 以 上

④ あなた は、 プラ イン ドタッチ(キ ーを 見ないで打 っ)が で き ます か?

()出 来 る()少 し出 来 る()出 来 な い

・出塞 る と答 えた人 レどの よ うに して マ スター しま したか?

()独 習()学 校 で()そ の他

⑥ ローマ字 入力をす る人 に

・あな たは、な ぜ ローマ字 人力を してい るのです か?

()英 文 タ イブが打 てたか ら

曳)英 文 を打っ機 会が 多 いか ら

()学 校(教 育機 関)で 最 初 に ロー マ字 入力で 習 ったか ら

()誰 かの 勧めで

(》 自分 で ローマ字 人力が良 いと判断 した か ら

(、 何 とな く

・ローマ字 入力に関 して、譲 当す ると思 う もの に○印 を記 人 して'Fさ い、、

()絶 対に ローマ字 人力 は便利 だ,

()わ ざわ ざ、ひ らが なを ローマ字 に変換す るの はめん ど うだ。

()ロ ーマ字 人力 は、慣れ て しまえば ひ らが な 入力 と変 わ らない。

()ひ らが な入力の方 が楽 だ と思 うが 、覚え 直すの がめ ん どうだ、,

()ひ らが なの キー配 列を覚 え るの は数 が多 いので効 果的 で ない と思 ケ、

⑦ もし、ひ らが な入力 に最適 であ ると実証 され たキ ーボー ドが開発 された らその キーボ ー

ドをマ スター しよ うと思 いますか?

ぐ)患 う()興 味 はあ るが、 おそ ら くマ スター しない と思 う。

()新 しいキー ボー ドを覚え 直す気 は無 い、,()わ か らな い

7
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OtemaeUniverSity

ワー ドプロセ ッサと伝統的文字文化試論

DearSirゾ 凹adam,

RE:QUESTIONAIRESABOUTWORDPROCESSQR

2-・17Hyaku融30u2-℃home

MinoCityOsaka,562

J員P州

Juユy11992

Thankyouver7mユchforyoしrkindassistanceforouracademic陀3earch.

InO㎞eJmiorCollege,wehavethes㏄r就arialcoursedepartment曲erや 工have

beenteachi㎎"ordproceSsorope珀tionforfo肥ye田S.

InJapan,hand冊ittenletterSandd㏄umentshadbeenaccept£devenforofficial

聯tiUv的 眠entyea・s,asJ・ 卿 ・sec鵬 ・t・・t掴 冊iteP㎜ ・・tp・P・1副y

usedbecauseofitsdifficultieS.Inthesedays,however,theHoPdpr℃)cesSoris

verツco皿nonlyuSedandevenJapaneseletterscanbeeasilypreparedjustlike

Englishletters.

To皿akecomparisonHiththeafoPementionedtrendinJapan,1曾dliketogatヒ1erl

someinformationabout冒ordprocessoroPtype冊iteroperationinyourcase・

ItHouldbeverymuchobligedifyOucouldreturnyourco1皿nentsbythe20thof

July.YourcooperBtionandpr℃mptr鴇PユyshaユlbehighユyapP蹴iated.

Sinceτ 田yours,

泌.競 ・ん フZ一 観 そ

㎜ON(㎜MI

1
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OtemaeUniverSity

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 ・大手前 ビジネス学院 「研究集録」第12号(1992年)

QUESTIONAIRES

Pleasecheckthefollowi㎎questionsandgivesomeco㎜ents,ifany.

1・Aboutyou

Nationalities:

Sex:

A8e:

Oecupation:

youraddreSS:

く

く

く

く

く

く

(

)

)Male()Female

)・

)student()teacher()pr℃fesseor

)house珊ife()no㏄cUpation()officee叩10yee

)businesSpersOn()other

)prefectuPe(ifyoustayinJapan)

2.HoHtou鵬yourHord-pr℃cessorortype冊iter

(1)DoyouusetypeHriteror秘ord-processor?

()Iusetype冊iter.

()Iuse柄 ⑩rdproceSsor・

()Iusebothtype㎜iterandmrで 一P㎜essor・

()Idon曾tuseneithePtype冊itePnor舶rd-pr℃cessor巳

(2)騨hendidyoustartusi㎎type冊iter?

Ihaveusedtype冒riterSincel日as(

Ihaveused"ordprocessersincelHas(

)yearsold.

)yearsOld.

(3)HoHdoyouleamtheo障ationoftypi㎎?

()11eameditat(elementa【Y,juniorhigh,high)schoolclass。

()11earneditat(college,university)class.

()Ileamedformyself。

()11eamedattheschooloftypi㎎.

2
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OtemaeUnlverSlty

論試化文字文的統伝とサツセロむフ
ド

?
・岬

㎞佃e㎞

ワ

嘩脚U四do㎞
　4く

Iusetype冊i厩 ● 1脳 π・iteit byhand.

reports ( ) ( )

businessdocu皿ents ( ) ( )

businesslettep ( ) ( )

privateletter ( ) ( )

dip㏄tmale ( ) ( )

diary ( ) ( )

invitationC韻 コ ( ) ( )

christmascard ( ) ( )

bi就hday(創 ( ) ( )

curTiCUユumvitae ( ) ( )

(5)Please冊iteyourco㎜tsabouttype冊ittenandband冊itten,ifany・

(6)Pユease冊iteyourco囮ments.aboutJapaneseCalligraphy。

IfyoudOn,tmind,pleaSegivemeyourn説andadressforf耽herinquir四 「・
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